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令和５年度第２回秋田県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  

運営協議会開催概要  

 

１ 開催日時  令和６年３月４日（月）１３：３０～１５：４０ 

 

２ 開催場所  秋田職業能力開発促進センター 本館２階大会議室 

 

３ 主な議題 

（１）令和５年度職業能力開発事業実施状況及び令和６年度職業能力開発事業実施

計画について 

（２）令和５年度秋田県訓練計画専門部会報告について 

（３）令和５年度第２回秋田職業能力開発短期大学校部会報告について 

（４）その他 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。  

主な意見は以下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

 ・ 女子プロバスケットボールチームによる職業訓練体験会はよい広報であると  

思う。著名な人を巻き込んだ広報により多くの人に受講してもらう取組に期待  

する。 

 

（在職者訓練について） 

・ 在職者訓練の実績が目標値を超えているが、中小企業側からの要望があれば  

受講枠の幅を広げるなど受講機会を作っていただきたい。  

 

（求職者支援訓練について） 

・ 求職者支援訓練についてはハローワークに来所しないターゲットに、どうア  

ピールをしていくか検討が必要である。  

 

（生産性向上支援訓練について）  

・ 生産性向上支援訓練はオーダーコースの実績が減少しているため、目標達成  

に向けて何らかの対策を講じる必要がある。  

・ 中小企業においては、人手不足だからこそ生産性を向上していかざるを得な  

い。これまで機構のターゲットとなっていないホワイトカラー層であるサー  

ビス産業などの業種もターゲットとなる。それらの業種への周知広報が必要で  

ある。 

・ 規模別や業種別でも事業主アンケートを続け、満足度の低いコースなどは対  

策を検討していただきたい。  
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（学卒者訓練について） 

・ 学卒者訓練については、令和６年度の応募倍率が低調であり、次年度はさら  

に応募者が減るのではないかと危惧される。  

 

 

以 上 
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秋田県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 委員名簿  

 

 

 

  区 分 

 

  氏  名 

 

   所 属 及 び 職 名 

学識経験者 

（１名） 
渡部 昌平（会長） 

秋田県立大学総合科学教育研究センター 

准教授 

労働者代表 

（１名） 
曽我 章生 日本労働組合総連合会秋田県連合会事務局長 

中小企業等代表 

（５名） 
小野 秀人 一般社団法人秋田県経営者協会専務理事 

水澤  聡 秋田県商工会議所連合会常任幹事 

柳田 高人 秋田県商工会連合会専務理事 

土田  元 秋田県中小企業団体中央会専務理事 

佐藤 義晃 大館商工会議所会頭 

行政機関 

（２名） 
今野 将裕 厚生労働省秋田労働局職業安定部長 

高橋 源悦 秋田県産業労働部雇用労働政策課長 

 


